
１ 策定目的
対象道路において、大規模滞留車両の開放に⾧時間を要すると見込まれる場合、乗員の生命が
脅かされる事態となることを回避するために、関係機関が連携し、車両の乗員保護支援を行う

２ 乗員保護支援対象事象
対象道路において、積雪に伴い数百台規模の立ち往生等が発生した場合、かつ滞留車両の開放
に２４時間以上を要すると見込まれる場合

３ 乗員保護支援対象道路 国、北海道、市町村、高速道路会社が管理する道路

４ 連携・乗員保護支援を行う関係機関 北海道開発局、北海道運輸局、北海道、東日本高速道路(株)

５ 乗員保護支援内容
① 乗員保護、物資支援、現地調査、道路除雪等と現地要員の確保等
② 避難場所の確保とその移送に係る調整等

６ その他留意点
① 乗員保護支援が必要な場合は現地対策本部を設置するものとし、事象が発生した道路を
所管する機関の事務所等に設置することを基本とする

② 事象が発生した道路を所管する機関は、乗員保護支援（乗員数・意向把握、情報提供、
物資の支給等）の現地要員確保について、最大限努力する

③ 乗員保護に必要な物資及びその運搬に必要な機材等については、事象が発生した道路を
所管する機関の備蓄等を使用することを前提とするが、万が一、不足する場合は、乗員保護
支援を行う関係機関が確保するものとし、その費用は事象が発生した道路を所管する機関が
負担する
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数年に一度の暴風雪時の気象情報の段階的な発表 緊急記者発表

３日～
１日前

・国土交通本省と気象庁との緊急発表
・関係４機関連名の緊急発表（記者会見）
（北海道開発局、北海道運輸局、札幌管区気象台、
NEXCO東日本北海道支社）

・気象台から気象情報・説明会
⇒キーワード『厳重に警戒』『不要不急の外出は控える』

12ｈ前 ・注意報発表（大雪、暴風雪）

６ｈ前 ・警報発表（大雪、暴風雪）

2ｈ～
3ｈ前

・〇〇地方気象情報（短文形式：見出しのみ）
⇒『数年に一度の猛吹雪、外出は控えてください』

大 雪 ・ 暴 風 雪 発生

関係機関の連携した取組【緊急記者発表】

記者会見
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